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問1①大湯式土器

秋田県鹿角市にある特別史跡大湯環状列石およびその周辺から出土した土器を標式とし

て、 江坂輝弥によって設定された縄文時代後期の土器型式（江坂輝弥 1957 「東北 ー各地の

縄文式土器」『日本考古学講座』3、 河出書房）。 大湯式の認識は研究者間で違いがあり、注

意が必要である。 秋元信夫は大湯環状列石周辺調査の発掘調査報告書のなかで出土した縄

文時代後期前葉～中葉の土器を大湯I~IlI式に分類している。 本間宏は大湯式を十腰内I

式に後続する土器型式として捉えている（本間宏 1985「縄文時代後期初頭度土器群の研究

(1)『よねしろ考古』1)。

器形は、 深鉢．鉢・壺が主体を占めるが、他に浅鉢、嘴がつく方口土器・注口土器・有孔

土器などがある。粗製深鉢以外は小形のものが多い。粗製深鉢は、器面全体に縄文を施文し

たものと、口頸部が無文で、胴部との境界に二～三条の撚紐圧痕文を有するものがある。文

様は磨消縄文による入組文や曲線文を施したものと、 縄文施文後に沈線による幾何学文や

曲線文を施したものがある。

問1②末期古墳

7 世紀から 10 世紀にかけて東北地方北部と北海道道央部の石狩低地帯に造られた、 円形

を基調とし周濠を伴う小規模な墳墓で、多くは群集をなす。北海道では北海道式古墳とも呼

ばれる。 末期古墳は 7世紀前半に北上川中・上流域や馬淵川流域で始まり、8世紀から9世

紀にかけて東北地方北部から北海道の石狩低地帯に分布範囲が広がった。 十和田a火山灰

や白頭山火山灰との関係から、 地域によっては10世紀前半まで末期古墳の造営が続いてい

たことが判明している。

主体部は木棺と横穴式石室がある。 最初は木棺を据えた上に墳丘が造られたが、8世紀後

半以降は、墳丘上に木棺を据えるかたちに変化した。 横穴式石室をもつ末期古墳は、7世紀

末頃から 9 世紀の北上川流域に限られる。 副葬品は 8 世紀前半以前には馬具や須恵器など

が中心だが、8世紀後半以降は蕨手刀や律令制の位階を示す帯金具などに変化した。

問1③田小屋野貝塚

青森県つがる市にある縄文時代前期・中期に営まれた貝塚を伴う集落跡で、国史跡に指定

され、世界文化遣産「北海道・北東北の縄文遺跡群」の構成資産にもなっている。 遣跡は縄

文海進により形成された古十三湖に面する屏風山砂丘上に立地し、竪穴建物跡・墓・捨て場・

貝塚・貯蔵穴などが検出されている。貝塚は汽水域に棲息するヤマトシジミを主体とし、 コ

イやサバなどの魚骨、イルカやクジラなどの海獣骨が発見されている。土器や石器以外では

ベンケイガイ製の貝輪の末製品が多数出土し、 集落内で貝輪の製作が行われていたことが

明らかになっている。日本海側では数少ない縄文時代の貝塚を伴う遺跡であり、内湾地域に
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